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第12 回 東北遺伝医学セミナーで講演する福嶋 義光 教授
（信州大学）。遺伝情報等回付検討委員会の委員長を務める
EU- 東北バイオバンクシンポジウム内外から多数の視察
地域支援仙台センターを視察する兵庫県議会健康福祉常任
委員会の方々と案内する布施 昇男教授
ゲノム解析やバイオバンクの最先
端の研究施設を有するToMMo
には国内外から多数の視察があ
り、2015年は約70組に達しまし
た。特に昨年11月だけで15組の
方々の来訪があり、うち3組は、
地方議会の委員会や政党ごとの
代表団でした。
11月10日（火）に来訪された兵
庫県議会健康福祉常任委員会は
阪神大震災の経験から東北の震災
復興に多大な関心を寄せられ、健
康調査で明らかになったメンタル
面の影響等に熱心な質問をいただ
きました。また神奈川県議会から
はヘルスケア・ニューフロンティア
政策調査特別委員会が11日（水）
に、公明党議員団が17日（火）に
相次いで来訪されました。同県が
「未病」をキーワードに進める
施策は ToMMoの目指す個別化
予防と理念が近く、今後の協力の
可能性も話題になりました。
海外からは、アジアの大学生を
中心とした「さくらサイエンス
2015」の一行や、米国のケース
ウェスタンリザーブ大学、ドイツ・
ボンの国連大学などから来訪が
ありました。
今後も多くの来訪者を受けいれ、
多方面との協力や貢献の機会と
していきます。
リットン教授は、ToMMoメンバーと懇談し、親睦を深めた
TOPICS
東北メディカル・メガバンク計画
のコホート調査は、我が国の大規
模な健康調査で初めて、参加者
個々人の遺伝情報解析の結果を
お伝えする可能性を含んだ同意
をいただいています。遺伝情報は、
個人の将来の病気発症の予測や、
薬の副作用の予防等に活用できる
など、大きな可能性を持つ一方で、
家系内での共有性があること、
また今回の個人情報保護法改正に
おいても扱いが焦点の一つになる
など機微性の高い面もあります。
医療機関との連携、遺伝カウンセ
リングの方法等、制度面や実務面
でも多様な課題のある遺伝情報
回付について、ToMMo内や岩手
医科大学での検討と共に、全国の
有識者からなる「遺伝情報等回付
検討委員会」で詳細な議論が始ま
りました。委員会では、地域住民
の方々の遺伝情報回付への希望・
不安等についての調査結果を
もとに、小規模なパイロット研究
を進めて知見とノウハウを積み
上げていく方向性や、具体的に
お伝えする遺伝情報を選ぶ基準
などが議論されています。議論の
内容は、ToMMoのウェブサイト
でも順次公開しますのでご注目
下さい。
12月7日（月）、EU- 東北バイオバ
ンクシンポジウムを開催しました。
メインゲストはジャン・エリック・
リットン教授（BBMRI-ERIC代表）。
BBMRI-ERICは、バイオバンク等
の研究インフラを発展させて医学
研究をすすめる目的で欧州に設立
された組織です。教授は講演で、
現在の学術研究は大規模なものと
なっていること、国際的な研究連携
を視野に入れると、各国のコホート
調査が互いにデータを利用しや
すい仕組み作りが大事であり、
BBMRI-ERICはそのために活動
していることを語りました。
続いて峯岸 直子教授（バイオバン
ク室長）が東北メディカル・メガバ
ンク事業のバイオバンクについて
解説しました。さらに岩手県での
事業の状況を、佐藤 衛教授と志波 
優講師（いわて東北メディカル・メ
ガバンク機構メガバンク・データ
管理部門）が報告し、進行中の研究
計画を話しました。城田 英和講師
（東北大学病院）は、東北大学病院
が計画する疾患バイオバンクの準
備状況を説明しました。
同日、リットン教授は東北メディカ
ル・メガバンク棟の研究施設を見
学しています。ToMMoは今後も、
国際的に協力して事業を進めてい
きます。

